奥付等 by unknown
ISSNO386-8729
No.468
社会人類学分野6
鄭 大均教授退職記念
鄭 大均先生の人と業績
香港、ヴィク トリア公園 にて
一 インドネシア人女性家事労働者 とその可能性 一
　 　 　
セヌフォ社会における夫方居住集団の空間概念と実践
伊 藤
伊 藤
眞(1)
眞(9)
溝 口 大 助(29)
日本の回教 工作 と民族 調査
一 戦前 ・戦中期の内モンゴルを中心として一 澤 井 充 生(55)
Perceptionsof``theOthers":
OverseasExperiencesofJapaneseandChineseUniversityStudents
王 一 茄(87)
首 都 大 学 東 京 人 文 科 学 研 究 科
2013.3
113
2007年7月1日制定
首都大学東京 『人文学報(社会人類学分野)』投稿規定
(1)本誌には、論文のほか、年度ごとの卒論 ・修論 ・博論一覧表を載せるものとする。また本誌編集会
議の合議により、上記以外の特集や記録なども載せることができる。
(2)本誌には、社会人類学研究室教員等(専任教員、助教、非常勤講師、特約研究員)が、論文を日本
語または英語で執筆することができる。
(3)本誌には、首都大学東京大学院社会人類学分野在籍者(博士前期課程 ・博士後期課程)、東京都立大
学大学院社会人類学専攻在籍者(修士課程 ・博士課程)、および本研究室に籍を置く日本学術振興会
特別研究員が、論文を日本語または英語で投稿することができる。
(3)-1上記有資格者が投稿しようとする論文は、指導教員および社会人類学研究室教員の最低2名
による査読 ・評価を経て推薦を得ねばならない。
(3)-2上記在籍者の投稿論文の採否は、社会人類学研究室専任教員が構成する本誌編集会議の議を
経て決定する。
(4)投稿論文は未刊行のものに限る。
(5)本誌投稿規定および執筆要領の改廃は社会人類学教室会議の合議により行う。
***********************************
2007年7月1日制 定
首都大学東京 『人文学報(社会人類学分野)』執筆要領
(1)投稿論文は、400字詰め原稿用紙に換算して50枚(2万字)を、英文の場合は8,000ワードを限度とする。
写真 ・図表も字数に含めるものとする。
(2)書式は日本文化人類学会機関誌 『文化人類学』の規定に準ずるものとする。ただし縦書きを認める
ものとする。
(3)原稿の募集は原則として毎年7月初旬とし、原稿提出期限は原則として毎年1月末とするが、原稿
募集の際、年度ごとに通知する。
(4)投稿する者は、指定された期日までに、原稿をプリントアウトしたハードコピー(1部)およびそ
の電子データを、社会人類学分野事務室に提出しなければならない。電子データは文書作成ソフト
のWindowsMicrosoftWordにて作成する。
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2012年度社会人類学研究室 卒業論文 ・修士論文 ・博士論文一覧
卒業論文(首都大学東京人文 ・社会系社会学コース社会人類学分野)
氏名 論文タイトル 指導教員
石川陽子 海外就職する日本人一 バンコクで働く日本人女性の志向性 綾部
古賀美智子 在米メキシコ移民アイデンティティの現代的動態一 文化的連続性 と制度的分断の狭間で 綾部
島田愛美 物語的自己の構築がもたらす 「生」のカー 祖母のライフヒス トリーと比較して 綾部
田中麻奈美 モ ー ドと しての ヴェ ールー ヴ ェール にみ るム ス リム女性 の美 学 綾部
羽藤千花子 手工芸に織 り込まれた物語の連続/非連続一 バリ島の紋織と耕織にみる生産者と消費者のつながり/断絶 綾部
本多光 周縁性と資源性一 式根島の湯治にみる 「ホス ト」と 「ゲス ト」の主客不可分性をめぐる考察 綾部
町田真 移住と価値一 佐渡島への移住者の事例に見る人類学的考察 綾部
水田萌子 現代日本人と宗教一 天理教を通じてみる新宗教イメージの所在 綾部
相川紗季 大都会における神社一 なぜ日本人は聖地を訪れるのか 高桑
浦田武洋 埼玉に特産品を作る一 埼玉県の地酒にみる、知名度を上げるための条件 高桑
鵜狩暁
ρ
オタクにみる現代日本の若者のコミュニティ形成一 大学生の三国志オ
タクのコミュニティ活動から考察 高桑
川路佑磨 芋焼酎杜氏の変化と今後の展望一 鹿児島県酒造所の聞き取り調査から 高桑
高橋洋祐 日本の音楽産業が抱える構造的な問題一 アーティストの実践を通して 高桑
平野詩鶴 世界遺産登録がもたらすもの一 より多くの人びとが納得する形での登録とは 高桑
小林由果 写真芸術における主体の在り処一 撮影者から被写体、見る者への開かれた参加可能性 石田
鈴木隆一郎 思考モデルとしてのゾンビー 「増殖」する言説から 石田
石井栞 地域通貨がもたらす多様性への回帰 伊藤
小林豊 石炭 鉱業 と自己 イメ ー ジー ある 「ロー カル ・エ リー ト」 の語 りか ら 伊藤
高津佑子 「日本らしさ」の再考一 現代日本の若者における外来食受容の視点から 何
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修士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文タイトル 主査
鈴間公子
ロ マ ・エ スニ シテ ィー スペ イ ンの ロマ にみ る汎 エ ス ニ シ テ ィの形 成 を
め ぐって
綾部
寺尾萌 ポス ト社会主義ナショナリズムと音楽一 モンゴルの大衆歌謡にみる 「モンゴルらしさ」をめぐって 綾部
吉元菜々子 ジャー トから先住民ヘー ネパール、グルンの階層性をめぐる遡及的考察 綾部
日下部啓子
.
ポテの生涯一 インドネシア、タナ ・トラジャ県における喪の慣行の民
族誌 伊藤
李確 ネットと現実をまたぐ実践一 現代中国におけるファン・コミュニティの人類学的研究 何
森田雄介 日本社会に生きるムスリムとモスクー 東京ジャーミイの場所性をめぐる人類学的研究 石田
博士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文タイトル 主査
梅村絢美 スリランカ土着の伝統医療パーランパリカ・ヴェダカマにおける 「言語発話の不在」にかんする社会人類学的研究 高桑
吉田佳世 婚姻女性たちの相互行為からみる現代沖縄の祖先崇拝の維持と変革一一一伝統と近代を超克する新しい祖先崇拝の担い方 高桑
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